
















や再現性を検討する LEAP（Liquefaction Experiments and Analysis Projects）である。
参画校のひとつであるカリフォルニア大学デービス校（UCD）はこれまで LEAPの遠心模
型実験において顕著な実績を残してきている。2018 年 12 月、私は地盤防災解析分野の上
田恭平助教らに同行し、UCDの遠心載荷装置を見学する機会をいただいた。出張旅程は移
動を含め 1 週間で、実験技術に関するさまざまな知見を得たほか、現地の技術職員と交流
を図ることもできた。本稿は UCDの 1. 遠心力載荷装置、2. 実験技術、そして 3. 技術職
員の見聞録として報告させていただく。 
1. 遠心力載荷装置 
UCDの遠心載荷装置は CGM（Center for Geotechnical Modeling）と呼ばれる研究部門
が管理しており、世界最大の有効回転半径 9m、および半径 1mの計 2基の遠心載荷装置を

























   
入口 世界最大の遠心載荷装置 別の角度から 
   
プラットフォーム正面 プラットフォーム側面 振動台の説明を聞く 
   
壁にはサインが 中心軸付近 集合写真 
  





   




















   
撮影用アクリル治具 GoPro設置用の溝 嵌めるだけでよい 
   
デプスメーターを用いた道具 センサーを所定の深度に置く デプスメーター用レール 
 
















   
   
 工場の様子  
おわりに 
滞在中は毎日、先生方と学生さん方の議論やプレゼンテーションを聴く機会がありまし
た。全てを理解することは叶いませんでしたが、活発な議論がなされているのを肌で感じま
した。他大学での一斉試験の実施状況を見学させていただくことで、私たちが直面している
課題を解決する糸口も見つかりました。初めてアメリカを訪れたこともあり、見聞きしたこ
とすべてが新鮮で、帰国後の実験支援業務の励みにしてゆく所存です。貴重な経験をさせて
いただいた防災研究所地盤防災解析分野の上田恭平助教に心から感謝いたします。また、現
地では当時 CGM に在籍中されていた工学研究科都市社会工学専攻都市基盤システム工学
の澤村康生准教授に大変お世話になりました。本報告の内容は平成 30年度国際交流・国際
共同研究に関する特別配当の支援を受けた「LEAP-ASIA-2018 に向けた遠心模型実験の共
同実施による海外研究機関とのネットワーク構築」事業にかかわるものです。ここに記して
感謝申し上げます。 
